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あ
ま
り
明
る
い
こ
と
が
な
い
。
コ
ロ
ナ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、
災
害
、
自
然
環
境
の
危

機
、
そ
し
て
生
成
A
I
へ
の
不
安
…
…
。

　

さ
て
、
ル
タ
ー
研
究
所
は
来
年
（
二
〇
二
五

年
）、
四
〇
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
課
題
は
何

か
。
研
究
所
の
目
的
は
「
ル
タ
ー
を
学
ぶ
」
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
学
ぶ
と
は
、
今
日
の
世
界

の
中
で
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
五
〇
〇
年
昔
の

人
ル
タ
ー
か
ら
一
方
的
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
い
（
も
ち
ろ
ん
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の

だ
が
）。
そ
う
で
は
な
く
、
ル
タ
ー
に
対
し
て
、

我
々
が
今
日
的
視
点
を
も
っ
て
問
い
か
け
る
の

だ
。
ル
タ
ー
が
苦
し
み
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
に

希
望
（
生
き
る
力
）
を
見
出
し
た
そ
の
源
は
何

か
。
そ
れ
を
ル
タ
ー
に
問
い
、
彼
と
共
に
考
え

た
い
の
だ
。「
ル
タ
ー
と
の
対
話
」
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
ル
タ
ー
に
耳
を
傾
け
る
（
歴

史
的
研
究
）、
そ
し
て
そ
の
ル
タ
ー
に
改
め
て

問
い
か
け
る
（
今
日
的
研
究
）。
ル
タ
ー
研
究

の
歴
史
性
と
現
代
性
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ

が
ル
タ
ー
と
の
対
話
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
四
〇
周
年
を
こ
の
よ
う
な
心
構
え
で
迎
え

た
い
。�

（
え
）

ベツレヘムにあるルーテル教会の、クリスマスに飾られた幼子イエス
=2023 年 12 月 8日午前 11 時 50 分、パレスチナ自治区ヨルダン川西岸地区、

藤原伸雄撮影（朝日新聞デジタルより）

ルターとの対話
〜ルター研40周年（2025年）にむけて

（1）	 ルター研究所ニュース Nr.82� 2024 年 4 月 1 日発行
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ル
タ
ー
研
究
所
が
一
九
八
五
年
に
発
足
す
る

前
に
、
元
所
長
の
徳
善
義
和
先
生
や
石
居
正
己

先
生
を
中
心
に
し
た
翻
訳
作
業
が
行
わ
れ
て
来

た
。
第
一
集
と
第
二
集
の
刊
行
は
『
創
世
記
講

義
』
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
予
定
さ
れ
た
翻

訳
作
業
の
完
成
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
膨
大
な

ル
タ
ー
の
著
作
の
翻
訳
作
業
は
今
後
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
日
本
語
に
、
そ

し
て
紙
に
印
刷
を
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
作

業
は
、
翻
訳
ソ
フ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化

で
不
要
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。

　

欧
米
だ
け
な
く
、
む
し
ろ
教
会
の
伸
展
が
目

覚
ま
し
い
南
ア
ジ
ア
の
神
学
的
な
情
報
を
確
実

に
、
定
期
的
に
入
手
し
、
日
本
の
教
会
に
発
信

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
神
学
と
い
う

狭
い
領
域
に
留
ま
ら
な
い
他
宗
教
、
他
分
野
の

思
想
や
研
究
か
ら
の
情
報
に
触
れ
、
さ
ら
に
他

分
野
に
発
信
し
て
ゆ
け
る
だ
け
の
研
究
所
の
力

を
蓄
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
但
し
、
限
ら

れ
た
研
究
所
の
人
材
で
、
誰
が
そ
れ
を
担
う
の

か
と
い
う
現
実
的
な
問
題
が
あ
る
の
で
、
単
な

る
夢
と
し
て
こ
こ
で
は
閉
じ
て
お
こ
う
。

　

自
分
自
身
の
身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
今
後
の

課
題
と
期
待
を
考
え
て
見
よ
う
。
我
々
に
と
っ

　

一
九
八
五
年
一
〇
月
に
ル
ー
テ
ル
学
院
大

学
（
当
時
は
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
）
の
付
属
研

究
所
と
し
て
ル
タ
ー
研
究
所
、
通
称
「
ル
タ
ー

研
」
が
で
き
て
か
ら
、
来
年
で
四
〇
年
と
な
り

ま
す
。
昨
年
、
初
代
所
長
の
徳
善
義
和
先
生
と

二
代
目
所
長
の
鈴
木
浩
先
生
が
帰
天
さ
れ
た
こ

と
や
、
所
員
の
中
心
が
大
学
専
任
教
員
か
ら
、

教
会
を
牧
す
る
教
職
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
四
〇
周
年
は
あ
る
意
味
、
研
究
所
に

と
っ
て
節
目
の
と
き
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
研
究
所
の
四
〇
年
、
ま

た
、
そ
れ
に
先
行
す
る
日
本
に
お
け
る
ル
タ
ー

研
究
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
、
特
に

ル
ー
テ
ル
教
会
に
資
す
る
研
究
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
で
は
、
今
年
久
し

ぶ
り
に
教
職
受
按
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ル
ー
テ

ル
教
会
で
は
、
牧
師
按
手
は
ル
ー
テ
ル
教
会

と
い
う
限
定
さ
れ
た
も
の
へ
で
は
な
く
、
教

会
、
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
も
の
だ
と

言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
教
職
授
任
按
手
式
の
式

文
を
見
る
と
、
確
か
に
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
牧
師
と
な
る

て
ル
タ
ー
と
は
、
聖
書
解
釈
に
お
い
て
、
教
理

や
あ
ら
ゆ
る
神
学
的
な
理
解
に
お
い
て
も
そ

の
基
準
で
あ
っ
た
。
ル
タ
ー
の
言
動
や
思
想

が
尺
度
と
な
っ
て
来
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
測
り
、

批
判
す
る
際
の
根
拠
と
も
言
え
た
。
し
か
し
、

五
〇
〇
年
前
の
時
代
に
、
ド
イ
ツ
と
い
う
狭
い

地
域
に
お
い
て
展
開
し
た
ル
タ
ー
の
言
動
は
、

今
日
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
他
宗
教
や

諸
思
想
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
生
じ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　

も
っ
と
足
下
の
こ
と
に
狭
め
る
な
ら
ば
、
あ

の
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
で
、
わ
ず
か
十
週
間
で

成
し
遂
げ
た
新
約
聖
書
の
訳
語
で
あ
っ
て
も
、

ま
た
ロ
ー
マ
書
や
ガ
ラ
テ
ヤ
書
の
講
解
に
し
て

も
、
あ
る
い
は
『
小
教
理
問
答
』
と
い
う
信
条

に
係
わ
る
書
も
、
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。「
ル

タ
ー
に
聞
く
」
で
は
な
く
「
ル
タ
ー
に
問
う
」、

こ
れ
が
鍵
と
な
ろ
う
。

�

（
所
員　

J
E
L
C
都
南
教
会
牧
師
）

者
は
、
一
六
世
紀
に
は
じ
ま
っ
た
ル
ー
テ
ル
教

会
の
伝
統
だ
け
で
な
く
、
全
キ
リ
ス
ト
教
会
の

伝
統
に
連
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
会

の
伝
統
と
は
、
具
体
的
に
は
、
聖
書
釈
義
の
伝

統
で
あ
り
、
歴
史
で
す
。
事
実
、「
聖
書
の
み

に
よ
っ
て
」
と
言
う
と
き
、
ル
タ
ー
は
決
し
て

「
私
と
聖
書
だ
け
」
と
は
主
張
し
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
先
行
す
る
解
釈
や
、
同
時
代
人
た
ち
の

理
解
と
の
対
話
の
必
要
性
を
強
調
し
た
わ
け
で

す
。
私
た
ち
も
同
じ
で
す
。
ル
タ
ー
は
も
と
よ

り
、
教
父
た
ち
や
、
中
世
や
近
現
代
の
牧
師
や

神
学
者
と
、
そ
し
て
一
三
〇
年
を
超
え
る
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
や
、
ま
た
日
本
ル
ー
テ
ル

教
団
、
更
に
四
〇
年
を
迎
え
る
ル
タ
ー
研
に
携

わ
っ
て
き
た
牧
師
や
神
学
者
と
い
っ
た
信
仰
の

先
人
と
そ
の
残
し
た
研
究
や
説
教
を
通
し
て
対

話
し
、
み
こ
と
ば
と
格
闘
し
、
神
学
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

ル
タ
ー
研
四
〇
周
年
の
節
目
を
、
今
年
、
来

年
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
二
〇
二
六
年
と
い
う
、

前
後
一
年
を
含
む
三
ヵ
年
で
捉
え
、
実
り
あ
る

も
の
と
し
て
過
ご
し
た
く
思
い
ま
す
。

�

（
所
員　

J
E
L
C
三
鷹
教
会
牧
師
）

“
ル
タ
ー
と
対
話
し
て
、
私
た
ち
の
文
脈
で
神
学
す
る
”

“
「
ル
タ
ー
に
聞
く
」
か
ら
「
ル
タ
ー
に
問
う
」
へ
”

高 

村　

敏 

浩

立 

山　

忠 

浩

ル
タ
ー
研
究
所
40
周
年
（
二
〇
二
五
年
）の
課
題

2024 年 4 月 1 日発行	 ルター研究所ニュース Nr.82� （2）



　ガザで今、進行していることはひどい。二〇二三年十月、ハマスの奇襲とそれに対するイスラエルのガザ地区への報復攻撃。
蛮行である。イスラエルのやっていることは、ジェノサイド（集団虐殺）そのものだと思う。
　ここでは、この戦争全体については論じない（ただ一言すれば、戦争をやめろ！　誰が何と言おうと、絶対平和主義）。
　さて、一枚の写真をみた（一面参照）。幼子が布にくるまって寝かされている。クリスマスの季節。当然、一つの聖句がうかぶ。
　　　

あなたがたは、布にくるまって飼葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。
これがあなたがたへのしるしである（ルカ二・十二、新共同訳）。

　ベツレヘムの馬小屋。貧しいとはいえ、やさしい父ヨセフと母マリア。羊飼いや博士たち。一言で言えば、平和。
　しかし、この一枚の写真はそうではない。もちろん幼子イエスがモデルである。しかし周りは瓦礫だ。瓦礫の中の幼子イエ
ス。いや、そうではない。瓦礫の中の、ただの惨めな一人の幼子である。
　ここで私はルターのクリスマス説教の、ある一節を思い起こす。ルターはベツレヘムの馬小屋の光景を説明して、そしてこう
言うのである。

皆さんの中には、心ひそかにこう考える人がいるでしょう。「ああ、私がその場に居合わせたらなあ！　喜んで御用を
つとめただろう！　洗たくもしただろう、お守もしただろう。そして羊飼いと一緒に、大喜びで飼い葉桶の中のイエ
ス様にお目にかかっただろうに」。だが、あなた方が今そう思うのは、キリストがどんなに偉大な方であるかを知って
いるからです。しかし、もしもその時その場にいあわせたなら、あなた方にしたところで、ベツレヘムの無関心だっ
た人々と五十歩百歩だったにちがいありません。なんと愚かなことを考えるのですか？それなら、なぜ今すぐそうし
ないのですか。キリストはあなたの隣人のうちにいましたもうのです。苦しみの中にある隣人にすることは、主御自
身にすることなのです」（ルター『クリスマス・ブック』）。

　私たちは、幼子がイエス様とわかっているから、目を細めて奉仕する。しかし瓦礫の中の名も知らぬ幼子なら、遠い国のかわ
いそうな子どもで終わりそうだ。
　だが、この時、イエスの痛烈な御言葉が心をよぎる。

　そこで、王は右側にいる人たちに言う。「さあ、わたしの父に祝福された人たち、天地創造の時からお前たちのた
めに用意されている国を受け継ぎなさい。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いていたとき
に飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねてくれたから
だ」。すると、正しい人たちが王に答える。「主よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見て食べ物を差し上げ、
のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられるのを見てお宿を貸し、裸
でおられるのを見てお着せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられたりするのを見て、お訪ねしたで
しょうか」。そこで、王は答える。「はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、
わたしにしてくれたことなのである」。
　それから、王は左側にいる人たちにも言う。「呪われた者ども、わたしから離れ去り、悪魔とその手下のために用意
してある永遠の火に入れ。お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせず、のどが渇いていたときに飲ませず、
旅をしていたときに宿を貸さず、裸のときに着せず、病気のとき、牢にいたときに、訪ねてくれなかったからだ」。す
ると、彼らも答える。「主よ、いつわたしたちは、あなたが飢えたり、渇いたり、旅をしたり、裸であったり、病気で
あったり、牢におられたりするのを見て、お世話をしなかったでしょうか」。そこで、王は答える。「はっきり言って
おく。この最も小さい者の一人にしなかったのは、わたしにしてくれなかったことなのである」。こうして、この者ど
もは永遠の罰を受け、正しい人たちは永遠の命にあずかるのである」（マタイ二五・三四～四六）。

　「最も小さい者」になすべきことがある。30 年後にその人がキリストになる人だから、私たちはその小さな幼子に目をとめる
のではない。そうであってはいけない。イエスだろうと、そうでなかろうと、弱り果てている幼子に目をとめるのだ。奉

サービス

仕と
は、そういうことではなかろうか。相手がイエス様、クリスチャン、教会だから奉

サービス

仕するのではない。そうではない。どこのだ
れかは問わず、困っている人だから奉

サービス

仕（ケア）するのだ。それが、ほんとうの神への奉仕（神
サ

奉
ー

仕＝
ビ

礼
ス

拝）である。
� 江口再起（所長）　

ガザを想う ― ルターと共に

（3）	 ルター研究所ニュース Nr.82� 2024 年 4 月 1 日発行



私たちの主であり師であるイエス・キリストが、「悔い改
めなさい……」と言われたとき、彼は信じる者の全生涯
が悔い改めであることをお望みになったのである。
� 『贖宥の効力を明らかにするための討論』(1517)

NRK竹の塚教会　牧師　江 本　真 理

ルターの　　ことば

　上記のことばは、宗教改革の発端になったとされる　上記のことばは、宗教改革の発端になったとされる

いわゆる「95 か条の提題」の一番最初に掲げられていいわゆる「95 か条の提題」の一番最初に掲げられてい

る条文です。この原稿を書いている今、レント（四旬る条文です。この原稿を書いている今、レント（四旬

節）の期節を過ごしていますが、このレントの日々に節）の期節を過ごしていますが、このレントの日々に

特に思い起こすルターのことばです。今年の四旬節第 1特に思い起こすルターのことばです。今年の四旬節第 1

主日には、マルコ福音書から『時は満ち、神の国は近づ主日には、マルコ福音書から『時は満ち、神の国は近づ

いた。悔い改めて福音を信じなさい』（マルコ 1:15）といた。悔い改めて福音を信じなさい』（マルコ 1:15）と

の主イエスによる福音宣教の言葉を聞きました。マルの主イエスによる福音宣教の言葉を聞きました。マル

コは、主イエスの福音宣教の言葉として「悔い改めるコは、主イエスの福音宣教の言葉として「悔い改める

こと」（マタイ 4:17）だけでなく、「福音を信じること」こと」（マタイ 4:17）だけでなく、「福音を信じること」

を伝えています。「悔い改めて福音を信じなさい」と。を伝えています。「悔い改めて福音を信じなさい」と。

　この「福音を信じなさい」という部分を改めて原文の　この「福音を信じなさい」という部分を改めて原文の

ギリシア語で見てみると、「福音（エウアンゲリオン）」ギリシア語で見てみると、「福音（エウアンゲリオン）」

という言葉の前に「エン（英語ではという言葉の前に「エン（英語では inin）」という前置詞）」という前置詞

が入っていることがわかります。つまり「が入っていることがわかります。つまり「福音の中で福音の中で信信

じなさい」とも訳せるのです。「福音を信じなさい」とじなさい」とも訳せるのです。「福音を信じなさい」と

訳せば、「福音」は信じる対象ということになりますが、訳せば、「福音」は信じる対象ということになりますが、

「福音の中で信じなさい」と取れば、「福音」は信じる場「福音の中で信じなさい」と取れば、「福音」は信じる場

所／空間ということになります。これは、このみことば所／空間ということになります。これは、このみことば

を聞く私たちの受け止めを大きく転換させることになるを聞く私たちの受け止めを大きく転換させることになる

と思います。と思います。

　私たちは、悔い改めなければならない、福音を信じな　私たちは、悔い改めなければならない、福音を信じな

ければならないと言われているよりも、主イエスが宣べければならないと言われているよりも、主イエスが宣べ

伝えた神の「福音の中で」信じることへと招かれてい伝えた神の「福音の中で」信じることへと招かれてい

る。神の恵みの「福音の中で」、悔い改めて信じることる。神の恵みの「福音の中で」、悔い改めて信じること

へと招かれている。ルターが言う「信じる者の全生涯がへと招かれている。ルターが言う「信じる者の全生涯が

悔い改めである」ということも、そのような神の福音の悔い改めである」ということも、そのような神の福音の

恵みの中で絶えず悔い改めて（立ち帰らされて）、神の恵みの中で絶えず悔い改めて（立ち帰らされて）、神の

福音に生かされて生きる者の喜びの生涯を言い表してい福音に生かされて生きる者の喜びの生涯を言い表してい

るとも言えるのではないでしょうか。るとも言えるのではないでしょうか。

父と衝突した
ルター

高 井　保 雄

シリーズ
「人間ルター」⓴

中川浩之・画

精
神
分
析
の
理
論
な
ど
で
は
、
人
は
、
精
神

的
「
父
殺
し
」
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て

成
人
す
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。　

で
は
、
父
と
の
間
に
大
き
な
衝
突
が
あ
っ
た

ル
タ
ー
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。

ル
タ
ー
の
父
親
は
、
農
民
だ
っ
た
が
、
当
時

新
興
の
鉱
業
に
赴
き
、
一
鉱
夫
か
ら
刻
苦
勉
励

し
、
遂
に
溶
鉱
炉
を
複
数
持
つ
ま
で
に
成
功
し

た
。
彼
は
長
男
マ
ル
チ
ン
に
幼
少
期
か
ら
ラ
テ
ン

語
教
育
を
施
し
、
当
時
ま
だ
数
少
な
い
大
学
で

学
ば
せ
た
。
息
子
が
将
来
出
世
し
て
家
名
を
上

げ
、一
族
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
マ
ル
チ
ン
は
、「
死
を
覚
え
よ
」
と

い
う
中
世
の
格
言
そ
の
ま
ま
、
死
を
恐
れ
、
し

ば
し
ば
深
い
憂
愁
に
沈
む
青
年
だ
っ
た
。
あ
る

時
落
雷
に
遭
遇
し
、
思
わ
ず
守
護
聖
人
に
「
助

か
っ
た
ら
修
道
院
に
行
く
」
と
祈
り
、
助
か
っ
た

の
で
直
ち
に
大
学
を
去
り
、
修
道
院
に
入
っ
た
。

後
に
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
父
親
は
激
怒
し
た
。

修
道
士
と
は
、
生
涯
独
身
で
、
財
産
を
持
た
ず
、

神
に
の
み
仕
え
る
存
在
な
の
だ
。
修
道
誓
願
の

時
、
長
年
の
夢
が
あ
っ
け
な
く
潰
え
た
父
は
息

子
を
「
お
前
は
『
汝
の
父
母
を
敬
え
』
と
い
う

戒
め
を
知
ら
な
い
の
か
！
」
と
痛
罵
し
た
。
父

の
言
葉
は
息
子
の
心
に
深
く
突
き
刺
さ
っ
た
。

修
道
生
活
の
中
で
、
マ
ル
チ
ン
は
「
如
何

に
し
て
恵
み
の
神
を
獲
得
す
る
か
」
に
没
入
し

た
。
が
、
思
わ
ぬ
事
に
「
天
国
の
扉
」
は
所
謂

「
良
き
業
」
の
遂
行
で
は
な
く
、「
神
の
恵
み
の

み
」
を
信
ず
る
信
仰
に
よ
り
開
か
れ
る
と
知
っ

た
。
も
は
や
彼
自
身
、
修
道
院
に
留
ま
る
事
は

無
意
味
と
な
っ
た
。
彼
は
、
牧
師
と
し
て
結
婚

し
、
一
家
を
成
し
た
。
こ
こ
に
、
父
親
と
の
長

年
の
確
執
は
解
消
す
る
事
と
な
っ
た
。
だ
が
こ

の
事
件
は
、「
教
会
の
父
」
た
る
教
皇
と
の
間

で
遥
か
に
巨
大
な
衝
突
を
生
じ
た
。
こ
の
争
い

が
五
百
年
間
の
軋
轢
を
経
た
今
日
で
は
、
か
つ

て
の
「
反
抗
者
」
ル
タ
ー
は
「
信
仰
の
父
」（
ペ

ー
タ
ー
・
マ
ン
ス
）
と
も
呼
ば
れ
る
時
代
と
な

っ
て
い
る
。

�

（
所
員　

J
E
L
C
引
退
牧
師
）

父　ハンス・ルター
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ル
タ
ー
の
同
時
代
人

�

ラ
ス
・
カ
サ
ス
　
　

�
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

　

最
近
、
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・
ラ
ス
・
カ
サ
ス

（
一
四
八
四
〜
一
五
六
六
）
の
最
古
の
書
簡
の
翻
訳

（
英
訳
）
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
出
版
局
に
提
出
し
ま

し
た
。
ラ
ス
・
カ
サ
ス
の
父
は
セ
ビ
リ
ア
出
身
の
ス
ペ

イ
ン
人
で
、
ア
メ
リ

カ
発
見
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
コ
ロ
ン
ブ

ス
の
同
僚
で
し
た
。

ラ
ス
・
カ
サ
ス
は

一
五
〇
二
年
に
イ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
に
定

住
し
、
一
五
〇
六
年

に
司
祭
に
叙
階
さ
れ

ま
す
。
イ
ン
デ
ィ
オ

に
対
す
る
今
ま
で
の

ひ
ど
い
扱
い
に
つ
い

て
告
解
を
申
し
出
ま
す
が
拒
絶
さ
れ
、
良
心
の
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
一
五
一
四
年
に
イ
ン
デ
ィ

オ
の
奴
隷
を
解
放
し
、
残
り
の
人
生
を
ア
メ
リ
カ
先
住

民
の
保
護
に
捧
げ
ま
し
た
。

　

私
の
翻
訳
し
た
書
簡
は
、
ラ
ス
・
カ
サ
ス
の
初
期

（
一
五
一
五
〜
一
五
三
一
年
）
の
も
の
で
す
。
彼
は
ス

ペ
イ
ン
王
カ
ー
ル
五
世
の
治
世
移
行
期
に
宮
廷
で
活
動

し
、
平
和
的
な
植
民
地
を
計
画
し
ま
し
た
。
一
五
二
二

年
に
ド
ミ
ニ
コ
会
に
入
会
し
、
神
の
掟
を
無
視
し
イ
ン

デ
ィ
オ
を
奴
隷
に
す
る
者
を
批
判
す
る
厳
し
い
預
言
者

私
の
研
究

と
し
て
頭
角
を
現
し
、
真
理
と
聖
な
る
生
活
に
よ
っ
て
、
平
和

的
で
柔
和
な
伝
道
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

ラ
ス
・
カ
サ
ス
は
ル
タ
ー
と
同
時
代
人
で
す
。
彼
ら
の
人
生

は
、
カ
ー
ル
五
世
や
カ
イ
エ
タ
ン
枢
機
卿
、
エ
ラ
ス
ム
ス
に
至

る
ま
で
、
多
く
の
人
物
や
出
来
事
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
は
新
ス
コ
ラ
主
義
、
も
う
一
方
は
よ
り
神
秘
的
な
人
文

主
義
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
日
、
ル
タ
ー
が
最
初
の
近
代
人
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
ラ

ス
・
カ
サ
ス
も
ま
た
、
人
権
の
始
祖
と
し
て
評
さ
れ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
理
解
は
や
や
安
直
で
ス
テ
レ
オ
タ

ラス・カサス

イ
プ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
歴

史
と
い
う
も
の
は
ま
る
で
外

国
の
よ
う
な
も
の
で
、
過
去

を
真
に
理
解
す
る
た
め
に

は
、
改
め
て
そ
の
「
外
国

語
」
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

　

ル
タ
ー
の
改
革
は
画
期
的

な
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
は

当
時
の
世
界
、
つ
ま
り
キ
リ

ス
ト
教
界
全
体
の
刷
新
と
再

編
成
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で

す
。
ル
タ
ー
の
活
動
し
た
ド
イ
ツ
と
地
球
の
ほ
ぼ
裏
側
で
行
わ

れ
た
ラ
ス
・
カ
サ
ス
の
生
涯
と
仕
事
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
ル

タ
ー
の
仕
事
の
世
界
的
な
広
が
り
の
枠
組
み
を
よ
り
よ
く
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（�

研
究
員　

E
L
C
A
宣
教
師
、
ル
ー
テ
ル
学
院
教
員
）

　

＊�

ラ
ス
・
カ
サ
ス
の
著
作
の
日
本
訳
と
し
て
、『
イ
ン
デ
ィ

ア
ス
の
破
壊
を
め
ぐ
る
賠
償
義
務
論
』（
岩
波
文
庫
）、

『
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
史
』（
岩
波
文
庫
）、『
裁
か
れ
る
コ
ロ
ン

ブ
ス
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
一
二
月
一
〇
日
（
日
）
の
午
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
講
演
会
は
第
三
回
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、“
ル
タ
ー
と
ク
リ
ス
マ
ス
”。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

三
部
構
成
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ル
タ
ー
と
ク
リ
ス
マ
ス
」。
ル
タ
ー
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
た
め
の
多
く
の
説
教
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部
が
ア
メ

リ
カ
の
ル
タ
ー
研
究
者
R
・
ベ
イ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
『
ク
リ

ス
マ
ス
・
ブ
ッ
ク
』
と
い
う
本
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本

の
説
教
に
基
づ
い
て
、
ル
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
三

人
の
先
生
に
よ
っ
て
討
論
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
立
山
忠
浩
先
生
は
、

ル
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
理
解
が
十
字
架
の
出
来
事
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
、
宮
本
新
先
生
は
、
馬
小
屋
に
登
場
す
る
羊
飼
い
た
ち
と
全

信
徒
祭
司
性
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
し
て
高
村
敏
浩
先
生
は
、
説

教
者
と
し
て
の
ル
タ
ー
に
焦
点
を
あ
て
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
高
井
保
雄
先
生
に
よ
る
お
話
「
楽
し
い
ル
タ
ー
家
の
ク
リ

ス
マ
ス
」
で
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
子
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
お

祝
い
す
る
ル
タ
ー
家
の
様
子
を
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
わ
か
る
よ

う
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
湯
口
依
子
さ
ん
に
よ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
で
し

た
。
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
チ
ャ
ペ
ル
か
ら
全
国
の
皆
さ
ん
に
ク
リ
ス
マ

ス
に
ち
な
む
ル
タ
ー
や
バ
ッ
ハ
の
美
し
い
調
べ
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
講
演
会
報
告

　

多
く
の
方
々

が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
て
下

さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
ご
奉

仕
下
さ
っ
た
先

生
方
に
感
謝
し

ま
す
。

クリスマス講演会（2023年）のポスター
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「
キ
リ
ス
ト
教
は
新
た
な
改
革
期
の
戸
口
に

立
っ
て
い
る
」。

　

そ
の
よ
う
に
話
す
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
司
祭
ト
マ
ー
シ
ュ
・
ハ
リ
ク
氏
。
昨
年
の

九
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ

れ
た
ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
の
第
一
三
回
総
会
基

調
講
演
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
世
界
九
九
か
国
か

ら
集
ま
っ
た
一
五
〇
教
会
の
正
議
員
は
じ
め

一
二
〇
〇
名
の
ル
ー
セ
ラ
ン
た
ち
が
そ
の
聞
き

手
に
な
る
。
講
演
を
要
約
す
れ
ば
、「
エ
キ
ュ

メ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
先
へ
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
将
来
的
展
望
を
述
べ
、
相
手
の
足
元
に
灯

り
を
点
そ
う
と
す
る
よ
う
な
講
演
で
あ
っ
た
。

信
仰
に
は
、
人
の
こ
こ
ろ
、
そ
の
精
神
世
界
の

事
柄
も
あ
れ
ば
、
そ
の
人
が
生
存
す
る
足
元
が

揺
ら
ぎ
、
そ
こ
で
人
類
的
な
課
題
に
向
き
合
う

営
み
も
あ
る
。
今
回
は
気
候
変
動
に
ゆ
ら
ぐ
世

界
の
こ
と
で
あ
り
、「
正
義
と
恵
み
の
業
」
を

祈
り
求
め
る
生
活
世
界
、
ま
た
ウ
ィ
ル
ス
や
微

生
物
な
ど
小
さ
き
者
た
ち
が
支
え
る
世
界
の
こ

と
で
も
あ
る
。
神
の
被
造
世
界
と
は
そ
の
よ
う

な
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ハ
リ
ク
司
祭
は
プ
ラ
ハ
に
あ
る
カ
レ
ル
大
学

社
会
学
部
教
授
。
大
学
生
の
時
に
チ
ェ
コ
の
民

主
化
運
動
、“
プ
ラ
ハ
の
春
”（
一
九
六
八
年
）

を
経
験
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
卒
業
ス
ピ
ー

チ
は
“
破
壊
的
”
と
み
な
さ
れ
、
当
時
の
共
産

党
政
権
か
ら
教
育
関
係
な
ら
び
に
学
術
的
地
位

に
就
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
“
暗
い
時

代
”
に
本
格
的
に
学
ん
だ
の
が
神
学
で
あ
っ
た
。

ま
も
な
く
し
て
東
ド
イ
ツ
で
叙
階
、
一
〇
年
余

り
を
地
下
教
会
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

転
機
は
一
九
八
九
年
の
無
血
の
ビ
ロ
ー
ド
革

命
で
あ
っ
た
。
新
生
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に

お
い
て
大
統
領
顧
問
の
一
人
と
な
っ
た
。
ま
た

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
か
ら
は
教
皇
庁
評

議
会
の
顧
問
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
主
な
務
め

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
は
な
い
人
た
ち
と
の
対

話
の
推
進
だ
。
こ
う
し
た
足
跡
か
ら
人
種
差
別

や
宗
教
的
不
寛
容
、
ま
た
民
主
化
や
世
俗
化
の

プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
つ

い
て
広
く
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
は
さ
な
が
ら
出
エ
ジ
プ
ト

記
の
「
エ
ク
ソ
ダ
ス
（
脱
出
）」
の
よ
う
で
あ

り
、
ま
た
「
罪
が
増
す
と
こ
ろ
に
、
恵
み
は

な
お
い
っ
そ
う
満
ち
あ
ふ
れ
た
」（
ロ
マ
書
五
・

二
〇
）
出
来
事
を
味
わ
い
知
る
年
月
で
も
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
核
心
に
は
、
十
字
架
と
復
活

の
体
験
的
省
察
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
キ
リ
ス
ト

教
の
将
来
」
を
探
る
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
閉
ざ
さ

れ
た
会
堂
は
、
イ
エ
ス
の
空
の
墓
を
思
い
起
こ

す
体
験
と
な
る
。
長
期
間
に
わ
た
る
社
会
的
ト

ラ
ウ
マ
に
お
い
て
「
闇
の
中
に
輝
く
光
」
は
探

求
の
言
葉
と
な
り
、
世
俗
化
を
生
き
る
宣
教
は

エ
マ
オ
の
途
上
の
見
知
ら
ぬ
イ
エ
ス
と
の
出
会

い
が
希
望
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
ハ
リ
ク
司
祭
の
講
演
は
、
L
W
F

総
会
の
側
か
ら
い
え
ば
、
隣
人
か
ら
の
呼
び
か

け
に
相
当
す
る
。
司
祭
は
つ
づ
け
る
。
今
、
キ

リ
ス
ト
教
は
一
六
世
紀
に
あ
っ
た
宗
教
改
革
と

同
様
、
新
た
な
改
革
期
の
戸
口
に
あ
る
。
二
〇

世
紀
の
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
と
ペ
ン
テ
コ

ス
テ
運
動
が
そ
の
し
る
し
で
あ
る
。
こ
の
指
摘

は
宣
教
論
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
を
い
っ
て
い

る
。
歴
史
的
に
い
え
ば
、
一
九
一
〇
年
の
世
界
宣

教
会
議
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
運
動
の
起
点
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
カ
ー
ル
・
バ
ル

ト
と
ハ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ラ
イ
ン
で
、
ミ
ッ

シ
オ
デ
イ
の
神
学
が
二
〇
世
紀
後
半
の
宣
教
論

の
骨
格
を
形
成
し
た
が
、
そ
の
次
に
あ
る
変
数

を
挙
げ
て
い
る
か
ら
だ
。
も
う
少
し
い
え
ば
、

リ
ベ
ラ
ル
な
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
弁
証
法
神
学
、

さ
ら
に
そ
の
先
へ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
か
。
冒
頭
の
言
葉
は
、
こ
の
神
学
的
な
ア
ン

テ
ナ
と
熟
慮
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

司
祭
の
講
演
は
徹
底
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

2016 年カトリック・ルーテル共同の祈り
（教皇フランシスコと LWF議長ユナン牧師）

基調講演をするトマーシュ・ハリク司祭

ト
へ
の
注
力
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。
し
か
も

終
末
論
的
な
キ
リ
ス
ト
論
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
キ
リ
ス
ト
教
や
教
会
が
衰
退
す
る
か
ど
う
か
」

と
い
う
よ
う
な
問
い
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
ど

ん
な
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
ん
な
風
に
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
」
を
考
え
て
い
る
。
机
上

の
未
来
予
測
で
は
な
い
。「
終
わ
り
か
ら
は
じ

ま
る
」
神
の
み
業
を
熟
慮
し
て
い
る
。「
地
に

落
ち
た
一
粒
の
種
」
に
こ
め
ら
れ
た
再
生
と
誕

生
の
期
待
で
あ
り
、
神
信
頼
に
む
す
ば
れ
て
い

る
。
一
六
世
紀
の
あ
の
宗
教
改
革
の
信
仰
で
あ

り
、
あ
の
空
の
墓
に
立
ち
尽
く
す
人
々
の
記
憶

に
拠
っ
て
い
る
。
終
末
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

受
肉
的
…
…
。
そ
の
内
実
は
、
十
字
架
に
架
け

ら
れ
た
あ
の
方
へ
の
徹
底
し
た
信
頼
の
表
明
で

あ
り
、「
共
に
歩
も
う
」
と
い
う
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
な
招
き
に
な
っ
て
い
る
。

�

（
所
員　

ル
ー
テ
ル
学
院
・
神
学
校
教
員
）

新
た
な
改
革
期
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

　
　
　
〜
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
先
へ

�

宮 

本　
　

新　

2024 年 4 月 1 日発行	 ルター研究所ニュース Nr.82� （6）



　

昨
年
九
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
ク
フ
で
開
催
さ
れ
た

ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
の
総
会
に
、
ビ
ジ
タ
ー
と
し
て
参
加
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
月
末
に
は
卒
業
論
文
の
提

出
締
切
を
控
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
切
な
時
期
に
渡
航
し

て
も
よ
い
も
の
か
と
悩
み
ま
し
た
が
、
貴
重
な
学
び
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
、
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ク
フ
へ
と
向
か
う
途
中
の
ド
バ
イ
空
港
で
乗
り
継
ぎ

便
を
待
つ
間
、
事
前
に
送
付
さ
れ
た
総
会
資
料
に
目
を
通
し

て
い
る
と
、
隣
に
座
っ
て
い
た
男
性
が
資
料
を
覗
き
込
み
、

何
や
ら
親
し
げ
に
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
少
し
警
戒
し
な

が
ら
も
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
方
は
同
じ
会
議
に
参
加

す
る
ナ
ミ
ビ
ア
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
自
己
紹
介
を
し
て
、
互
い
の
国
や
教
会
の
こ
と
を
語

り
合
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
ひ
と
り
旅
で

少
々
心
細
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
が
け
ず
旅
の

仲
間
を
与
え
ら
れ
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
の
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
は
、

各
国
の
教
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
連
日
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
気
候
変
動

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
世
界
的
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
、
ま

た
教
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
報
告
を
聞
い
て
、
私
自
身
も
刺
激
を
受
け
、
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
議
の
見
学
は
よ
い
学
び
と
な

り
ま
し
た
が
、
総
会
に
参
加
し
て
い
る
様
々
な
役
職
や
立
場

の
方
々
と
言
葉
を
交
わ
し
知
り
合
え
た
こ
と
の
方
が
、
よ
り

鮮
明
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
女
性
た
ち
の
支
援
に
つ
い

て
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
、
ケ
ニ
ア
の
牧
師
の

妻
で
あ
る
女
性
、
宿
泊
施
設
で
ル
ー
ム
メ
イ
ト
に
な
っ
た
ド

イ
ツ
留
学
中
の
女
性
牧
師
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ツ
ア
ー

で
仲
良
く
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
会
の
女
性
た
ち
、
小

さ
な
子
供
を
育
て
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
神
学
校
で
勉
強
し
て

い
る
男
性
神
学
生
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
母
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
に
お
け

る
特
有
の
課
題
に
懸
命
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
人
々
が
こ
の
機
会
に
集
ま
り
、
世
界
中
の
ル
ー
テ
ル
教
会

で
神
様
と
人
と
に
仕
え
る
た
め
に
働
く
同
労
者
た
ち
と
情
報

を
共
有
し
、
語
り
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
励
ま
さ
れ
て
再
び

そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
の
場
へ
と
戻
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

ク
ラ
ク
フ
滞
在
中
に
体
調
を
崩
し
て
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
自
分
の
英
語
力
の
無
さ
に
落
ち
込
ん
だ
り
し
て
、
不
甲

斐
な
い
思
い
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、
世
界
の
教
会
の
一

員
で
も
あ
る
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
と
い
う
視
点
が
確
か

に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
一
番
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
教
会
と
神
学
校
、
そ
し
て
、
現
地
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
J
E
L
C　

み
の
り
教
会
・
岡
崎
教
会
牧
師
／
執
筆
時
は
神
学
生
）

L
W
F
総
会
に
参
加
し
て

三
浦　

慎
里
子

　

一
九
四
七
年
に
設
立
さ
れ
た
ル
ー
テ
ル
諸
教
会
か
ら
な
る
連

盟
組
織
。
本
部
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
。
現
在
九
九
か
国
一
五
〇
教
会

（
信
徒
数
約
七
五
五
〇
万
人
）
の
加
盟
教
会
。
国
内
で
は
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
と
近
畿
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
が
加
盟
、
日

本
ル
ー
テ
ル
教
会
は
準
加
盟
で
あ
る
。
ル
ー
テ
ル
教
会
の
神
学

的
な
研
究
と
、
世
界
各
地
に
あ
る
教
会
間
の
交
流
と
対
話
の
役

割
も
果
た
す
。

　

前
史
は
第
一
次
大
戦
、
ロ
シ
ア
革
命
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

域
の
動
乱
に
さ
か
の
ぼ
る
。
と
り
わ
け
東
欧
に
広
が
る
ル
ー
セ

ラ
ン
た
ち
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
難
民
の
人
道
支
援
・
相
互
扶
助
は

国
籍
国
境
を
越
え
た
支
援
モ
デ
ル
と
な
る
。
現
在
二
八
か
国
で

八
〇
〇
〇
人
近
く
の
機
関
職
員
が
働
く
人
道
支
援
部
門
（
ワ
ー

ル
ド
サ
ー
ビ
ス
）
は
こ
の
よ
う
な
当
事
者
と
し
て
の
難
民
問
題

が
ル
ー
ツ
に
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
は
七
〇
年
に

わ
た
り
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
に
む
け
た
医
療
活
動
と
し
て
ア
ウ

グ
ス
タ
ー
ナ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
病
院
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
（
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て

連
盟
議
長
ム
ニ
ブ
・
ユ
ナ
ン
牧
師
と
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
連

盟
設
立
の
地
ル
ン
ド
で
共
同
の
祈
り
を
さ
さ
げ
こ
と
が
記
憶
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
宗
教
改
革
の
動
向
は
、
連
盟

と
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
半
世
紀
に
わ
た
る
対
話
が

背
景
に
あ
る
。
そ
の
国
際
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
徳
善

義
和
先
生
と
鈴
木
浩
先
生
の
お
働
き
を
あ
ら
た
め
て
思
う
。
こ

の
よ
う
な
対
話
促
進
は
、
さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
、

仏
教
と
い
っ
た
諸
宗
教
と
の
対
話
と
相
互
理
解
に
ま
で
広
が

り
、
重
要
な
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

�

（
宮
本
新
）

ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
（
L
W
F
）
に
つ
い
て
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◦
ル
タ
ー
研
四
〇
周
年
の
準
備

　

ル
タ
ー
研
究
所
は
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
・

神
学
校
の
付
属
研
究
所
と
し
て
、
一
九
八
五
年

十
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
徳
善
義
和
先
生
（
初

代
所
長
）、
石
居
正
巳
先
生
、
三
浦
謙
先
生
、

そ
し
て
私
（
江
口
再
起
）
の
四
名
で
出
発
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
鈴
木
浩
先
生
が
二
代
目
所
長

と
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、『
ル
タ
ー
と
宗

教
改
革
事
典
』
や
『
ル
タ
ー
著
作
選
集
』
の
出

版
な
ど
堅
実
な
研
究
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
来
年
（
二
〇
二
五
年
）、

四
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
今
年
か
ら

三
カ
年
計
画
で
準
備
に
入
り
ま
す
（
準
備
の

年
、
四
〇
周
年
の
年
、
ま
と
め
の
年
）。

　

そ
の
基
本
的
な
方
針
は
、
一
～
二
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
ル
タ
ー
研
究
に

お
け
る
歴
史
的
性
格
（
翻
訳
等
を
含
む
原
典
研

究
な
ど
）
と
現
代
的
性
格
（
今
日
的
視
点
か
ら

の
問
い
か
け
）
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
幾
つ
か
の
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
日
本
の
蓄
積
さ
れ
て
き
た

数
々
の
ル
タ
ー
研
究
の
振
り
返
り
で
す
。
特

に
、
ル
ー
テ
ル
教
会
の
ル
タ
ー
研
究
者
の
仕
事

を
改
め
て
学
ぶ
作
業
で
す
。
更
に
、
ル
ー
テ
ル

教
会
の
最
重
要
文
書
「
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
信
仰

告
白
」
五
百
年
（
二
〇
三
〇
年
）
へ
の
、
今
日

的
視
点
に
立
っ
た
研
究
な
ど
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
『
ル
タ
ー
研
究
』
の
記
念
号
や
記

念
講
演
会
な
ど
も
計
画
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
お
覚
え
く
だ
さ
い
。

⃝
所
員
会
（
研
究
会
）

　

ル
タ
ー
研
究
所
の
所
員
は
、
次
の
方
々
で

す
。
江
口
再
起
（
所
長
）、
高
村
敏
浩
（
助
手

担
当
）、
高
井
保
雄
、
立
山
忠
浩
、
石
居
基
夫
、

宮
本
新
。
ま
た
所
員
会
に
は
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
多
田
哲
の
諸
先
生
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
所
員
会
は
毎
月
一
回
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
、
前
半
は
研
究
所
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
準
備
、
後
半
は
所
員
の
研

究
発
表
や
討
論
を
し
て
い
ま
す
。

◦
献
金
の
感
謝
と
お
願
い

　

ル
タ
ー
研
究
所
へ
の
、
皆
様
の
ご
支
援
と
献

金
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

ル
タ
ー
研
究
所
は
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
か
ら
の
支
援
金
（
一
〇
〇
万
円
）
と
皆
さ
ん

の
ご
支
援
（
約
一
五
〇
万
円
）
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
後
援
会
献
金
の
振

込
用
紙
に
あ
る
「
後
援
会
献
金
（
ル
タ
ー
研
究

所
）」
と
い
う
欄
に
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
「
賛
助
会
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
所
長　

江
口
再
起
）

秋
吉　

亮

　

元
々
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
好
き
だ
っ

た
の
で
す
が
、
聖
歌
隊
の
指
導
に
携

わ
る
よ
う
に
な
り
、
触
れ
る
音
楽
が

一
挙
に
拡
が
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
復
活
日
の
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌
で
あ
るV

ictim
ae paschali 

laudes
。
教
会
旋
法
な
の
で
短
調

で
も
長
調
で
も
な
い
た
め
、
現
代
人

に
は
少
々
歌
い
に
く
い
の
で
す
が
、

さ
ら
に
拍
子
も
無
く
、
少
人
数
の
歌

い
手
が
お
互
い
に
息
を
合
わ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
曲
で
し
ょ

う
。
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
元
に
し
た

教
会
讃
美
歌
一
〇
三
番
「
キ
リ
ス
ト

は
よ
み
が
え
り
ぬ
」
も
同
じ
で
、
会

衆
讃
美
に
は
取
り
上
げ
に
く
い
曲
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
ル
タ
ー
の
時
代
に
な
る

と
、
教
会
讃
美
歌
九
七
番
「
主
死
に

た
ま
え
り
」
は
、
変
拍
子
の
よ
う
で

は
あ
り
ま
す
が
拍
子
が
あ
る
の
で
、

奏
楽
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
会
衆
も

讃
美
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
バ
ッ
ハ
の
手
に
か
か
る

と
、
讃
美
歌
Ⅱ
編
（
日
本
基
督
教
団

出
版
局
）
一
〇
〇
番
「
主
は
死
に
つ

な
が
れ
」
は
、
明
確
な
四
拍
子
な
の

で
、
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
さ
え
合
わ
せ
ら

れ
れ
ば
会
衆
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
容
易

に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
は

シリーズ

〝ルターとバッハとわたし〟 切り絵：小嶋三義

言
っ
て
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
以
外
の
パ
ー

ト
で
は
、
♯
や
♭
が
突
然
現
れ
、
移

動
ド
で
教
育
を
受
け
て
き
た
私
に

は
、
私
は
今
何
調
を
歌
っ
て
る
の
？

と
困
惑
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
。

　

さ
て
、
明
確
な
拍
子
を
持
つ
バ
ッ

ハ
の
曲
か
ら
は
、
拍
子
自
体
に
も

バ
ッ
ハ
の
思
い
を
感
じ
ま
す
。
例
え

ば
ミ
サ
曲
ロ
短
調
の
ニ
ケ
ア
信
条
の

真
ん
中
あ
た
り
、E

t incarnatus 
est

「
肉
体
を
受
け
て
人
と
な
り
」

が
三
拍
子
（
さ
ら
に
前
奏
と
間
奏

は
三
小
節
）
で
、
そ
こ
か
らcujus 

regni non erit finis

「
そ
の
支
配

は
終
わ
る
こ
と
無
し
」
ま
で
三
拍
子

が
続
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
信
仰

告
白
の
中
核
部
分
で
の
三
拍
子
が
、

バ
ッ
ハ
自
身
の
信
仰
告
白
の
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

歌
詞
と
の
関
係
で
も
う
一
つ
思
う

の
が
、
時
お
り
現
れ
る
不
協
和
音

の
こ
と
。
例
え
ば
マ
タ
イ
受
難
曲
の

五
四
番
の
コ
ラ
ー
ル
の
三
小
節
目
、

Schm
erz

「
苦
痛
」
と
い
う
一
番
大
事

な
歌
詞
の
和
音
が
、
D
E
F
が
ぶ
つ

か
る
不
協
和
音
で
、
歌
っ
て
い
て
身

の
よ
じ
れ
る
よ
う
な
思
い
が
し
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
日
々
の
生
活
で
の
♯
や

♭
を
感
じ
な
が
ら
も
、
主
に
委
ね
て
生

き
て
い
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�（�
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東
教
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歌
隊
指
揮
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�
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員
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